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1

災
害
対
策
室
の
設
置
と
そ
の

役
割

　

自
治
体
に
お
け
る
業
務
を
究
極

ま
で
削
減
す
る
と
し
て
、
最
後
ま

で
残
る
の
は
何
か
。

　

議
論
は
尽
き
な
い
だ
ろ
う
が
、

自
治
体
が
共
同
体
と
し
て
必
要
な

経
費
を
確
保
す
る
た
め
の
「
徴

税
」と
住
民
を
危
機
か
ら
守
る「
危

機
管
理
」
は
、
最
後
ま
で
残
る
業

務
と
し
て
、
有
力
な
候
補
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

地
震
、
カ
ミ
ナ
リ
、
火
事
な
ど

の
災
害
は
、
時
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
。

　

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
年
）
制

定
の
災
害
対
策
基
本
法
は
、「
国

土
並
び
に
国
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た

め
、
防
災
に
関
し
、
基
本
理
念
を

定
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び

そ
の
他
の
公
共
機
関
を
通
じ
て
必

要
な
体
制
を
確
立
し
、
責
任
の
所

在
を
明
確
に
す
る
」（
第
１
条
）

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

防
災
に
関
す
る
計
画
の
体
系

は
、
国
の
防
災
基
本
計
画
が
あ

り
、
さ
ら
に
都
道
府
県
地
域
防
災

計
画
そ
し
て
市
町
村
地
域
防
災
計

画
（
本
市
に
お
い
て
は
、「
横
浜

市
防
災
計
画
」）
が
牽
連
関
係
を

も
っ
て
制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。　

　

計
画
の
策
定
は
横
浜
市
防
災
会

議
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
会
議
の

メ
ン
バ
ー
は
、
市
長
を
議
長
と

し
、
庁
内
は
局
区
長
級
職
員
、
庁

外
は
指
定
地
方
公
共
機
関
の
ト
ッ

プ
な
ど
が
務
め
て
い
る
。（
注
１
）

　

本
市
に
お
け
る
、
計
画
策
定
に

係
る
調
整
や
防
災
対
策
の
実
施
に

お
け
る
中
核
を
担
う
役
割
と
し

て
、
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
年
）

５
月
15
日
に
総
務
局
に
部
相
当
の

組
織
と
し
て
、
災
害
対
策
室
が
設

置
さ
れ
た
。

　

一
方
、
市
町
村
に
は
消
防
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。「
消
防
は
、
そ

の
施
設
及
び
人
員
を
活
用
し
て
、

国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を

火
災
か
ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、

水
火
災
又
は
地
震
等
の
災
害
を
防

除
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ

る
被
害
を
軽
減
す
る
ほ
か
、
災
害

等
に
よ
る
傷
病
者
の
搬
送
を
適
切

に
行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
。」

（
消
防
組
織
法
第
1
条
）
と
さ
れ

て
い
る
。

　

総
務
局
災
害
対
策
室
は
、
横
浜

市
防
災
計
画
策
定
や
防
災
訓
練
の

企
画
及
び
実
施
な
ど
、
災
害
対
策

基
本
法
に
規
定
さ
れ
る
防
災
対
策

の
中
核
を
担
い
、
緊
急
対
策
な
ど

を
消
防
局
が
担
う
ス
タ
イ
ル
で
、

災
害
か
ら
の
被
害
を
可
能
な
限
り

少
な
く
し
て
い
く
こ
と
に
尽
力
し

て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
支

え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
道
路
局
、

建
築
局
、
環
境
創
造
局
、
水
道
局
、

交
通
局
な
ど
横
浜
市
役
所
全
体
で

推
進
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
現
在

の
本
市
の
姿
が
あ
る
こ
と
は
、
言

う
ま
で
も
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
災
害
対
策
室
は
、

事
務
職
、
技
術
職
、
消
防
職
、
さ

ら
に
は
神
奈
川
県
警
か
ら
の
出
向

者
な
ど
多
様
な
職
種
が
配
属
さ

れ
、
課
題
の
解
決
策
を
そ
れ
ぞ
れ

の
知
見
を
基
に
議
論
し
て
、
政
策

に
落
と
し
込
み
、
庁
内
外
に
働
き

か
け
て
実
行
に
移
し
て
い
っ
た
。

こ
の
業
務
執
行
体
制
は
、
現
在
の

総
務
局
危
機
管
理
室
に
お
い
て
も

引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

危
機
管
理
と
い
う
用
語
が
定
着

す
る
以
前
、
災
害
対
策
と
い
う
言

葉
が
、
住
民
を
危
険
か
ら
守
る
業

務
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い

た
。
こ
れ
は
、
当
時
、
自
治
体
が

対
応
す
る
危
機
は
、
自
然
災
害
を

中
心
と
し
た
「
天
災
」
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
の
犯
罪
や
テ
ロ
（
人

災
）
な
ど
は
、
警
察
（
県
）
や
自

衛
隊
（
国
）
の
役
割
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
と
も
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
移
り

変
わ
り
と
と
も
に
横
浜
市
を
取
り

巻
く
リ
ス
ク
は
増
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
自
然
災
害
だ

け
で
は
な
く
、
人
為
的
な
テ
ロ
も

決
し
て
無
縁
で
は
な
く
な
っ
て

い
っ
た
。
冒
頭
に
述
べ
た
、地
震
、

カ
ミ
ナ
リ
、
火
事
に
加
え
、「
オ

ヤ
ジ
」（
人
間
）
が
引
き
起
こ
す

厄
災
に
つ
い
て
も
、
警
察
や
自
衛

隊
だ
け
で
は
な
く
、
本
市
も
主
体

的
に
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る

状
況
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

２

米
国
同
時
多
発
テ
ロ

　

～ 

９
・
11
の
衝
撃 

～

　

２
０
０
１
年
9
月
11
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
高
層
ビ
ル
に
航

空
機
が
突
っ
込
ん
で
い
く
。
衝
撃

的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
こ
れ
は
事
故
で
は
な
く
、
テ

ロ
行
為
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と

が
判
明
し
た
後
の
世
界
に
与
え
た

イ
ン
パ
ク
ト
は
さ
ら
に
大
き
か
っ

た
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
だ
け

で
あ
る
の
に
、
多
く
の
方
が
亡
く

執
筆松

下
　
信
男

道
路
局
建
設
部
長

宮
川
　
淳
一

消
防
局
旭
消
防
署
副
署
長

三
宅
　
海

消
防
局
予
防
課
担
当
係
長

日
比
野
　
洋
平

港
南
区
役
所
福
祉
保
健
課

（
注
１
）
当
時
の
取
組
は
、
調
査
季
報
21
号

「
特
集　

市
民
の
安
全
（
２　

横
浜
市
に
お

け
る
地
域
防
災
計
画
の
現
状
と
将
来
）」
に

詳
し
い
。
指
定
地
方
公
共
機
関
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

や
東
京
電
力
な
ど
が
あ
る
。

（
注
２
）
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
市
消
防
局
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。http://

w
w

w
.nyc.gov/htm

l/fdny/htm
l/

m
em

orial/index.shtm
l

（
注
３
）横
浜
市
ニュー
ヨ
ー
ク
事
務
所（
当
時
）

が
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
。「
同

時
多
発
テ
ロ
事
件
の
被
害
と
救
助
活
動 

－ニュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
対
応
と
今
後
の
課
題

－」

（
２
０
０
２
年
12
月
）

な
ら
れ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
消
防
局
は

９
・
11
テ
ロ
に
お
い
て
、
多
く
の

殉
職
者
が
発
生
し
た
。
現
在
も
多

く
の
消
防
職
員
が
後
遺
症
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
（
注
２
）。
も
ち
ろ

ん
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
そ
し
て
市
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（
注
４
）
備
蓄
に
対
す
る
考
え
は
東
日
本
大

震
災
を
受
け
て
更
に
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。

役
所
の
方
々
に
も
多
く
の
死
者
・

負
傷
者
が
発
生
し
た
。

　

横
浜
市
に
と
っ
て
も
、
決
し
て

対
岸
の
火
事
と
は
い
え
な
い
状
況

（
注
３
）
で
あ
っ
た
。
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
や
横
浜
駅
異
臭
事
件
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
、
横
浜
市
は
テ

ロ
の
標
的
に
な
り
う
る
、
と
い
う

認
識
は
、
濃
淡
あ
る
も
の
の
、
災

害
対
策
室
で
は
共
有
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

３

横
浜
市
と
し
て
の
対
応

　

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
を
契
機
に

「
市
民
の
安
全
・
安
心
」
確
保
の

た
め
危
機
管
理
体
制
の
確
立
が
急

務
と
な
っ
た
。
当
時
、
各
局
が
実

施
し
た
緊
急
対
策
は
表
１
（
36

ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
。

４

危
機
管
理
対
策
室
の
誕
生

　

こ
う
し
て
、
平
成
14
年
（
２
０

０
２
年
）
に
災
害
対
策
室
は
危
機

管
理
対
策
室
へ
と
名
称
を
変
え
、

さ
ら
に
所
掌
範
囲
も
広
が
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

こ
の
当
時
、
震
災
対
策
に
お
い

て
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い

て
示
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

対
し
て
、
同
様
な
事
態
が
横
浜
市

に
お
い
て
発
生
し
た
場
合
の
対
処

が
焦
点
と
な
っ
て
い
た
。
食
料
な

ど
の
備
蓄
に
お
い
て
も
、
大
量
の

物
品
を
行
政
機
関
が
保
持
・
配
布

す
る
よ
り
も
、
発
災
後
早
期
に
物

流
が
回
復
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

流
通
備
蓄
と
い
う
考
え
方
に
よ

り
、
本
市
の
行
う
べ
き
備
蓄
は
整

理
さ
れ
た
。（
注
４
）
こ
う
し
た

実
際
の
災
害
を
教
訓
に
災
害
対
策

を
見
直
す
と
い
う
や
り
方
は
、
平

成
16
年
（
２
０
０
４
年
）
に
発
生

し
た
新
潟
中
越
地
震
の
被
災
地
へ

担
当
者
を
派
遣
し
、
取
材
す
る
と

い
っ
た
手
法
に
繋
が
っ
て
い
る
。

現
場
を
実
際
に
見
て
、
そ
こ
で
発

生
す
る
現
実
を
正
確
に
分
析
し

て
、
横
浜
市
の
防
災
対
策
に
反
映

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
一
見

地
味
で
は
あ
る
が
、
確
実
に
危
機

管
理
能
力
を
向
上
さ
せ
て
い
っ

た
。

５

２
０
０
２
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
の
対
応

　

危
機
管
理
対
策
室
が
、
最
初
に

直
面
し
た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、

そ
の
注
目
度
に
お
い
て
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
し
の
ぐ
と
も
言
わ
れ

る
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
事
業
主
体
で
あ
る

Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｏ
Ｃ
及
び
横
浜
市
大
会
運

営
支
援
本
部
（
事
務
局
は
当
時
の

企
画
局
）
が
中
心
と
な
っ
て
関
係

機
関
と
十
分
に
連
携
協
議
を
し
て

危
機
管
理
対
策
を
確
立
し
て
い

る
。

　

危
機
管
理
対
策
室
は
、
横
浜
市

防
災
計
画
に
基
づ
く
横
浜
市
災
害

対
策
本
部
、
横
浜
市
災
害
対
策
警

戒
本
部
及
び
各
区
災
害
対
策
警
戒

本
部
等
の
体
制
や
対
応
す
べ
き
災

害
等
の
種
別
・
規
模
等
を
一
部
拡

大
し
定
め
、
市
民
全
体
の
安
全
確

保
に
視
点
を
お
い
た
危
機
管
理
体

制
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
。

　

市
域
全
体
を
警
戒
対
象
と
し

た
、
こ
の
取
組
は
幸
い
、
大
き
な

事
故
も
な
く
終
了
し
て
い
る
。

６

現
在
の
危
機
管
理
室

　

現
在
、
総
務
局
危
機
管
理
室
に

お
い
て
、
本
市
の
ク
ラ
イ
シ
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
統
括
さ
れ
て
い

る
。
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
さ

ら
な
る
対
策
を
立
案
し
実
施
調
整

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
所
掌
範
囲

に
は
自
然
災
害
は
も
ち
ろ
ん
、
人

為
的
に
発
生
す
る
危
機
に
つ
い
て

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
に

改
正
さ
れ
た
水
防
法
に
基
づ
き
、

水
害
に
よ
る
被
害
を
啓
発
す
る
目

的
で
「
鶴
見
川
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
が
作
成
さ
れ
た
。
水
害
が
発

生
し
た
場
合
に
起
こ
り
う
る
危
険

性
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
普
段
の

備
え
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

人
々
に
お
い
て
自
助
へ
の
関
心
を

醸
成
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
水
害
そ
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
横
浜
市
全
体
の
状
況
と
し

て
、
遊
水
地
な
ど
の
大
規
模
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り
、
50
年
前
と

比
較
す
る
な
ら
ば
、
鶴
見
川
が
被

害
を
及
ぼ
す
頻
度
は
、
減
少
し
て

い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事
実
で

あ
る
。

　

横
浜
市
危
機
管
理
指
針
は
、「
市

に
お
け
る
危
機
管
理
の
基
本
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
施
策
の
推
進
を
図
り
、

も
っ
て
市
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
」（
第

１
条
）
と
し
て
、
平
成
16

年
（
２
０
０
４
年
）
に
制

定
さ
れ
た
（
図
１
）。

　

こ
の
指
針
に
お
い
て
、

危
機
管
理
と
は
、『「
災
害
」、

「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
緊

急
対
処
事
態
」
及
び
「
事

件
等
の
緊
急
事
態
」
と
い

う
危
機
か
ら
市
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
危
機
の
発
生
を
防

止
し
、
危
機
の
発
生
後
は
、

被
害
等
の
軽
減
を
図
り
危

機
を
収
拾
し
、
そ
の
後
、

市
民
生
活
を
平
常
に
回
復

さ
せ
る
こ
と
』
と
定
義
さ

れ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
多

元
的
な
意
味
合
い
で
語
ら

れ
る
危
機
管
理
に
つ
い
て
、

危
機
管
理
指
針
の
制
定
に

よ
り
、
本
市
の
危
機
管
理

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
ス

タ
ン
ス
が
定
ま
っ
た
と
も
表
現
で

き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
先
進
的
な
取
組
は
、

他
に
も
多
数
あ
る
。「
防
災
都
市

よ
こ
は
ま
」
を
構
築
し
て
き
た
先

人
達
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
大
き
な
被

 

 

 

 

 

 

 

※災害(自然災害･都市災害) 

※武力攻撃事態等及び緊急対処事態 

※事件等の緊急事態 

横浜市危機管理指針 

横 浜 市 防 災 計 画

横浜市緊急事態等対処計画

横 浜 市 国 民 保 護 計 画 細部計画等 

細部計画等 

細部計画等 

図１　危機管理指針を構成する計画（指針第５章関係）
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表１　各局（所属名称は当時のもの）が実施した緊急対策（注５）

総務局 ○「横浜市炭疽菌等災害警戒体制」の実施。
○「市民から不審物（炭疽菌等）の届出があった場合の連絡体制」を整備し、全職員へ周知。
○本庁舎内（周辺民間ビル含む）における不審物、不審郵便物に対する警戒を周知。
○不審な郵便物に対する対応について周知。

衛生局 ○炭疽菌等バイオテロ用抗菌剤の市立病院等９病院での備蓄を695人日分から3,120人日分に
増量。

○市医師会の後援により、市内医療機関の医師その他医療従事者を対象とした研修会を実施。
○市衛生研究所にリアルタイムPCR、グローブボックス等を配置。保健所に感染防護用装

備等を購入。
○「不審な郵便物等にかかる保健所の対応の手引き」を作成し各保健所に周知。

水道局 ○浄水場出入り業者等に対する入場許可証を発行。
○水道原水は24時間連続監視を実施。

消防局 ○横浜市・川崎市・横須賀市各消防局・神奈川県警・県衛生部と合同で生化学テロ対策訓
練を実施。（10月23日）

○「テロ災害情報覚知時の指令課の対応」措置要領作成。
○除染剤は専門家の意見から「次亜塩素酸ナトリウム」が最も有効と判断、調達に係る連

絡体制を確保。
○特殊災害対応隊、救助隊、消防隊、救急隊等計106隊による「BC災害対策訓練」を4日間

にわたって実施。

交通局 ○地下鉄車内で炭疽菌の疑いのある不審物を発見した場合は、最寄駅で乗客を降ろし、飛
散防止措置を講じた後、車両基地まで回送し、警察と対応することと決定。

○地下鉄駅内の強制換気口開口部に、容易に手が届かないよう、地盤面から2.5ｍ以下にあ
る部分を鉄板等で閉鎖。

○公園内等の自然換気口について、薬物等を投入されないよう、開口部に地盤面から2.5ｍ
以上の囲いを設置。

その他 ○「横浜港ふ頭内の不審物に対する初動体制マニュアル」を作成し、関係職員に周知徹底。
（港湾局）

○港湾関係の行政機関・民間団体23団体による「危機管理にかかわる横浜港会議」を発足。
（港湾局）

○広報よこはま市版11月号及び12月号の記事を通じてBC災害等に対する本市の対応等につ
いて周知。（市民局）

○市大センター病院救命救急センターで、患者の汚染物の洗浄、毒物特定のための検査キッ
ト活用、トリアージ及び初期治療訓練を防護服・防毒マスクを着用して実施。（市大事務局）

○第三管区海上保安本部が実施した訓練に市大附属病院の医師を派遣。（市大事務局）
○危機管理対策の推進について国家予算要望を実施。（財政局）
○下水処理場・汚泥センターの夜間、休日の門扉、管理棟等の施錠を徹底し、危険箇所の

夜間照明については終夜点灯。（下水道局）
○安全管理マニュアルの最徹底を図るとともに、学校長会会長に不審物の取扱について周

知。（教育委員会事務局）
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害
を
も
た
ら
し
た
。平
成
23
年（
２

０
１
１
年
）
３
月
11
日
14
時
46
分

の
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
本
市
に

お
い
て
は
、
ま
ず
、
消
防
局
が
総

務
省
消
防
庁
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
、
緊
急
消
防
援
助
隊
を
被
災
地

に
派
遣
し
た
。
間
を
置
か
ず
に
、

危
機
管
理
室
が
中
心
と
な
っ
て
、

横
浜
市
内
に
お
け
る
被
害
へ
の
対

処
と
被
災
地
へ
の
支
援
が
、
横
浜

市
役
所
の
総
力
を
結
集
し
て
開
始

さ
れ
た
。
被
災
地
へ
の
支
援
は
、

現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
震
災
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

教
訓
の
一
つ
と
し
て
、
大
規
模
災

害
に
お
い
て
は
、
公
的
機
関
に
よ

る
公
助
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の

身
を
守
る
自
助
、
そ
し
て
、
と
な

り
近
所
の
助
け
合
い
で
あ
る
共
助

の
3
点
が
必
要 

（
注
６
）
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
考
え
方

を
広
く
浸
透
さ
せ
る
べ
く
、
平
成

25
年
（
２
０
１
３
年
）３
月
に
「
よ

こ
は
ま
地
震
防
災
市
民
憲
章
」
が

制
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、
こ
れ
を
受
け
、
地

方
公
共
団
体
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の
地

震
・
津
波
に
よ
る
被
害
を
想
定

し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
減
災
対

策
の
推
進
に
努
め
る
旨
が
国
の
防

災
基
本
計
画
に
規
定
さ
れ
た
。
そ

こ
で
本
市
も
修
正
さ
れ
た
防
災
基

本
計
画
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の

被
害
想
定
を
抜
本
的
に
見
直
す
と

と
も
に
、
そ
の
想
定
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
の
減
災
目
標
を
設
定

し
、
目
標
達
成
の
た
め
に
必
要
な

対
策
を
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

実
施
し
て
い
く
た
め
に
「
地
震
防

災
戦
略
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
本

市
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
こ
れ
か
ら
の
五
十
年
間
を
見

据
え
た
時
に
、
災
害
に
備
え
る
こ

と
に
つ
い
て
は
進
展
が
望
め
て

も
、
災
害
そ
の
も
の
を
無
く
す
こ

と
は
、
か
な
り
難
し
い
。
い
つ
何

時
に
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
災

害
な
ど
の
危
機
に
対
し
て
、
総
務

局
危
機
管
理
室
を
中
核
と
し
て

し
っ
か
り
と
備
え
て
い
く
こ
と

が
、
市
民
の
幸
福
に
結
び
つ
く
は

ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
五
十
年
間
は
、
庁

内
外
の
多
く
の
方
々
の
尽
力
に
よ

り
、
本
市
の
危
機
管
理
能
力
は
着

実
な
進
化
を
遂
げ
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
の
未
来
も
総
務
局
危
機
管
理

室
が
庁
内
外
の
多
彩
な
部
署
と
連

携
し
た
取
組
に
よ
っ
て
、
本
市
の

ク
ラ
イ
シ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

進
化
さ
せ
て
い
く
と
信
じ
た
い
。

（
注
５
）
本
表
は
、
災
害
対
策
室
か
ら
危
機

管
理
対
策
室
に
移
り
変
わ
る
時
期
に
在
籍
し

て
い
た
消
防
職
員
で
あ
る
吉
原
保
志
氏
の
作

成
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
。
同
氏
は
先
年
、

急
逝
さ
れ
た
。
こ
こ
に
改
め
て
哀
悼
の
意
を

捧
げ
た
い
。

（
注
６
）
調
査
季
報
１
６
９
号　

特
集　

東

日
本
大
震
災
と
横
浜

よこはま地震防災市民憲章〔行動指針〕
（備え）

１ 自宅の耐震化と、家具の転倒防止をしておきます。
２ 地域を知り、地域の中の隠れた危険を把握しておきます。
３ 少なくとも3日分の飲料水、食料、トイレパックを備蓄し、消火器を設置しておきます。
４ 家族や大切な人との連絡方法をあらかじめ決めておきます。
５ いっとき避難場所、地域防災拠点や広域避難場所、津波からの避難場所を確認しておきます。
６ 家族ぐるみ、会社ぐるみ、地域ぐるみで防災訓練に参加します。
(発災直後)

１ 強い揺れを感じたら、命を守るためにその場に合った身の安全を図ります。
２ 怖いのは火事、揺れが収まったら速やかに火の始末を行います。
３ 近所のお年寄りや障害者の安否を確認し、余震に気をつけながら安全な場所へ移動します。
４ 避難する時は、ガスの元栓と電気のブレーカーを落とし、備蓄食料と常用薬を持って行きます。
５ 断片的な情報しかない中でも、噂やデマに惑わされないよう常に冷静を保ちます。
６ 強い揺れや長い揺れを感じたら、最悪の津波を想定し、ためらわず大声で周囲に知らせながら高い
　 ところへ避難します。
(避難生活)

１ 地域防災拠点ではみんなが被災者。自分にできることを見つけて拠点運営に協力します。
２ 合言葉は「お互いさま」。拠点に集まる一人ひとりの人権に配慮した拠点運営を行います。
３ 避難者の半数は女性。積極的に拠点運営に参画し、女性の視点を生かします。
４ 子どもたちの力も借りて、一緒に拠点運営を行います。
５ 消防団員も拠点運営委員も同じ被災者。まずは感謝の言葉を伝えます。
６ 「助けて」と言える勇気と、「助けて」に耳を傾けるやさしさを持ちます。
(自助・共助の推進)

１ あいさつを手始めに、いざという時に隣近所で助け合える関係をつくります。
２ 地域で、隣近所で、家庭で防災・減災を学び合います。
３ 子どもたちに、大地震から身を守るための知恵と技術、そして助け合うことの大切さを教えます。
４ 横浜はオープンな街、訪れている人みんなに分け隔てなく手を差し伸べます。
５ 私たち横浜市民は、遠方の災害で被災した皆さんにもできる限りの支援をします。




